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1．はじめに 
文化芸術には、人々の人生を豊かにし、子どもたちの創造性や表現力を育
むとともに、つながりを生み出す力がある。そして、これからの教育によっ
て育ませるべき能力として文部科学省が示す１）思考力や判断力、多様性理解
や協働性の獲得について考える時、文化芸術の役割は決して小さくない。し
かし、我が国の大都市圏とその他の地方では本物の芸術に触れる機会におい
て圧倒的な差がある。つまり、グローバル化が進み、単純な仕事は人工知能
が取って代わる時代を生きるために必要な能力の獲得に、大きな地域間格差
が生じているのである。島根県においてもその格差をいかに埋めていくかが
地域の課題である。 
また、これからの社会や教育を考える時、社会包摂（ソーシャル・インク
ルージョン）の視点から離れることはできない。障がいの有無、性別、年
齢、国籍、言語、経済的状況等に関わらず、誰もが文化芸術を鑑賞・創造・
発表できる機会を提供することは、地域の公共施設に託された役割であり、
今日的な課題であろう。 
そのような中、島根県民会館では 2016 年度から著名なダンサーを招聘し、
障がい者を含む多様な市民が、表現と鑑賞を融合させて楽しめる「インクル
ーシブシアター・プロジェクト」を実施している。筆者は、観客が舞台に上
がり、演者と共に「触れて関わって感じる舞台美術」を制作し、これら地域
における芸術鑑賞の課題克服に向けた試みを行っている。本稿では、2019 年
度に実施した「インクルーシブシアター・プロジェクト事業  おどる、み
る、きくダンス公演『ハコニワ』」【写真 1】において、筆者が美術を担当し
た舞台作品を、画像を用いて報告する。 
 
2．島根県民会館でのインクルーシブシアター・プロジェクト 
1)プロジェクトの概要 
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島根県民会館では 2016 年より毎年、障がいの有無に関わらずダンスを通じ
て身体を動かす楽しみや、自由な表現に触れてもらうため、視覚障がい者対象
のダンス・ワークショップ等を開催している。また、大ホールでのコンテンポ
ラリーダンス公演は、障がいのある方や、様々な年齢、身体性、経験を持つ人々
が、関わり合い、自由な表現に挑戦できる場として開催している。舞台と客席
が一体となれる会場内空間を作り、ピアノや打楽器、歌等の生演奏とダンサー
の動きとを共鳴させながら舞台全体を創り上げていくところに本公演の特徴
がある。筆者はこれまで、演出・出演を手掛けるダンサー田畑真希との公開対
談「身体と美術トークセッション 田畑真希×福井一尊」（島根県民会館中ホ
ール 2017 年度）で共演する等、制作者の側面から関わってきた。 
 
2）プロジェクトの実践 
(1)実践内容 
今回のプロジェクトのために招聘
した田畑真希をはじめとする 4 名の
プロダンサーと、視覚障がい者 3 名
を含む一般参加者 13 名によるダンス
公演が実施された。会場となった島
根県民会館大ホールにおいて、筆者
が制作した舞台美術【写真 2】を設営
し、演技や音楽、照明等の舞台装置
と融合させながら、舞台作品が創り
上げられた。音楽は、ピアノ、パー
カッション、ボーカルのミュージシ
ャン 3 名の担当である。東京から招
聘したプロダンサー4 名は、事前にあ
る程度作品の構想を立て、合同練習
を経た後に会場入りした。しかし、
一般参加者や舞台美術、音楽等との
融合は会場に入ってからである。出
会いから本番までの 4 日間という限
られた時間の中で演出・稽古がなされ、一つの舞台作品として成立させるプ
ロジェクトである。 
本公演は、障がい者の発表機会としてだけではなく、鑑賞の機会拡充を目
指しており、料金の「介助者割引」を導入することで、障がい者が介助者と
共に鑑賞しやすい環境を提供した。また、本番前には観客が舞台上に上が
【写真 1】公演ポスター 
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り、筆者が制作した舞台美術に触れたり解説を聞いたりして感じる「タッチ
ツアー」【写真 3】を実施し、鑑賞サポートを行った。 
本番の公演中は、舞台表現の視覚情報を音声に変えて解説する「音声ガイ
ド解説」という高い技能を必要とする鑑賞サポートを実施した。 
  
開催場所：島根県民会館 大ホール 
開催日：2020 年 1 月 19 日（日） 
主催：島根県、（公財）しまね文化振興財団（島根県民会館） 
  補助：文化庁（令和元年度文化芸術創造拠点形成事業）  
 
  振付･演出：田畑真希 
出演：新宅一平／中村理／浜田亜衣／田畑真希／市民ダンサー  
舞台美術：福井一尊 
音楽：多久和千絵／ハブヒロシ／武徹太郎（馬喰町バンド） 
衣装：中本淳子 
音声ガイド解説：田中京子（ユニバーサル鑑賞推進団体 Reading ACT）、島
根県民会館音声ガイド解説チーム 
料金：当日一般  1,500 円  
当日大学生以下・介助者  700 円 
 
(2)制作した舞台美術 
 「ハコニワ」という舞台テーマを具現化するため、まず舞台上に高さ 8ｍ
の円柱形の立体物を 3 本設置した。それは、舞台上が宮殿やその他大きな物
の内部という印象効果を狙ったものである。次に、斜めに傾いた高さ 3.5ｍ
の箱状の立体物を設置し、舞台上が重力から解放されたという錯覚を生み出
した。そして、床面には大型の立体物を 3 種類配置した。それぞれ、「中に入
ったり、出たりできる」、「転がしたり、揺らしたりできる」、「複数人で中に
入って、移動することができる」等の、演者や来場者との関りが持てる構造
とした。素材には光を通す布等を使用し、照明効果と合わせて、光と影の演
出を施した。色については、有彩着色した立体物と、白く着色した物に照明
を当てて色を感じさせる立体物とを同一空間に共存させた。公演途中で一部
床面をせり上げたり、床置きの立体物を吊り上げたり等、舞台の進行によっ
て、動く幾何形体と動かない幾何形体のコントラストを発生させ、演者の有
機的な動きによるパフォーマンス効果を際立たせる構成とした【写真 4】。 
 
(3)実践の成果 
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来場者数：243 名 
来場者アンケートから（抜粋） 
・ 「近くて息遣いも感じられたし、視覚障がいのある方のダンスも凄かっ
た。」 
・ 「コンテンポラリーダンスを始めてみました。見ていたら心が軽くなり
ました。」 
・ 「多様で豊かで不思議。最高に面白かった！！」 
 
2019 年度の本公演は、前年と比較して 2 倍以上の来場者があり、舞台芸術
に親しむ文化が島根県において芽生え始めていることが感じられる。今回は
特に小学生を中心とした子どもの来場が多く、また視覚や知的等障がいのあ
る方など多様な来場者を得たが、終始舞台と一体となって楽しんでいる様子
に溢れていた【写真 5】。筆者が制作した「触れて関わって楽しむ舞台美術」
【写真 6】によって、舞台演出に幅が生まれたことはもとより、来場者が舞
台美術やダンサーに関わる時間を設ける試み「タッチツアー」を可能にし、
本物の舞台芸術を存分に親しんでもらうことに成功したといえる。 
今回は、視覚障がいを有する市民ダンサーが 3 名舞台に立ったが、障がい
による不自由さを、舞台美術を用いた演出によって軽減させられる場面が多
数認められ、演者固有の表現力・演技力が引き出される公演となった。今
後、様々な障がいの特性を持つ方が舞台に立つことを、舞台美術の側面から
援助できる可能性を感じる結果となった。 
 
3．おわりに 
今回、舞台美術担当として公演に参画したことを通して、舞台芸術は個々
の様々な力を培うことに関与するとともに、人々が互いに理解、尊重し多様
性を認め合うことを促す力があることが改めて感じられた。また、これから
の地方における文化芸術を考えると、人口の偏りから本物の芸術に触れる機
会の地域間格差増幅は避けられないであろう。今後は、その関り方、提供の
仕方を工夫することで、課題緩和への活路を見出していかなくてはならな
い。これからも、「美術は触ってはいけないもので、舞台は見るもの」という
人々が持つ概念を取り払うことで、美術や文化芸術の可能性を追求し、地域
において本物の芸術により親しむための手立てを講じていきたい。 
 
【参考・引用文献】 
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148
 【写真 2】制作した舞台美術  
【写真 3】「タッチツアー」 
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【写真 4】コンテンポラリー・ダンス公演① 
【写真 5】 
コンテンポラリー・ダンス公演② 
【写真 6】 
舞台美術のためのデッサン（筆者） 
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